























励 苑宅報謝髄塾野虐愚民密肋 筋をきク@=コ 展示コーナー⑥
岡山大学埋蔵文化財調査研究センターも来年は早10年を迎えます｡でも､同大の構内遺




















埋 蔵 文 化 財 調 査 研 究 セ ンター長
【運 営 委 員 会 】
埋蔵文化財調査研究センター長､
学長委嘱の委員 (文学部･経済学部･
理学部 ･医学部 ･農学部 各 1名)
センター室長､施設部長
調 査 研 究員 (現 在 ､ 助 手 5名)










































































1983年 1.鹿rEl遺跡 1次調査 (医病 :外来診療棟)
2. / 2次調査 ( 〟 :NMR-CT室)
3.津島lqJ-1大追跡2次調査 (基幹整備)
1986年 4.鹿lff追跡3次調査 (医短 :校舎)
5.津砧同人追跡3次調査 (男子学生寮)
1987年 6. 〝 4次調査 (屋内運軌場)
7.鹿田遺跡4次調査 (医短 :配管)
8. 〝 5次調査 (医 :管母棟)
<1987年11月27日 埋蔵文化財調査研究センターに改組>
1988年 9.沖島l判大追跡 5次調査 (大学院自然科学研究科棟)
10. 〝 6次調査 (工 :生物応用工学科煉)
11. 〝 7次調査 (〟 :情報工学刊棟)


























21. 〝 16次調査 (農 ･薬 :動物実験施設関連)






































































土器 煤で真っ黒の煮沸具｡現在の ｢鍋｣｡大容量で大量廃棄-まとめて調理される?0いしぎら すりいし























































































_L塩 二: ∴ 了l馳 E-･-√ 七 一 -･ ･h






夢富農 塩作 り容器の ｢製塩土器｣や ｢ガラスの屑｣から､小規模な手工業が予想されるO



















-八 ･物資の盛んを往来-盛んな経済活動はじき こくLJくどさ せきたい
倭国虚 赤い土師器や黒色土器､石帯は都すfり もっかん
との強い関係を示 し､硯､木簡やぼくしょどき
墨書土器は文書作成を予想させる｡いぐし くし とうす まげもの













































































































































芸票豊 'LFi器 差芸嘉と嘉bj;b雷雪景 ま墓 ●
60cmの範凶が非常によく焼けています｡柱穴
は3箇所確認されました｡住居の跡でしょう
か｡岡山平野では縄文時代の住居はよく解っ
ていません｡こうした遺構の発見は､当時の
集落の解明に重要であり､今後の調査に一層
の期待をもたせます｡
≪編集後記≫一･一′-′一･一一一一･一一′-I-･-･-･-･-･-1-･一･一･一･-I-I-I-I-･-･-･-･一
本号は展示会特別号で､これまでの発掘調査を
中心とした業務の総括的な内容を目指しつつ､
展示会のパンフレットという ｢二足のワラジ｣
をはいています｡文章では分かりにくいかもし
i7_ませんOぜひ､展示会で実物をみてください
# ね｡ (山本悦世)
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